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有
り
難
い
。
子
育
て
が
ひ
と
段
落

し
た
ら
、
ま
た
参
加
し
た
い
。

（
三
豊
支
部
、
栗
田
代
議
員
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

私
は
養
護
教
諭
で
す
。
三
観
で

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
フ
ッ
素
洗

口
を
行
っ
て
い
る
が
、
他
市
町
で

は
未
実
施
の
所
も
あ
る
。
弊
害
は

な
い
の
か
気
に
な
る
。
（
教
員
は

ス
ト
レ
ス
の
多
い
仕
事
だ
が
）
三

豊
支
部
集
会
に
参
加
し
て
、
ス
ト

レ
ス
を
発
散
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。（

三
豊
支
部
、
河
内
代
議
員
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

三
豊
支
部
で
は
、
月
一
回
の
支

部
集
会
、
署
名
達
成
集
会
、

の
OB

皆
さ
ん
と
語
る
会
な
ど
を
開
催
し

た
。
未
分
会
訪
問
を
し
て
、
「
組

合
の
新
聞
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
」
と
の
声
に
勇
気
づ
け
ら
れ

た
。
ま
た
、
２
名
の
教
頭
も
快
く

署
名
を
し
て
く
れ
た
。
更
に
、
私

た
ち
の
運
動
を
拡
大
・
前
進
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

（
三
豊
支
部
、
三
木
代
議
員
）

2020.2.14 要望する香教組代表

横田主任管理主事へ署名を手渡す大久保委員長

○
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
相
談
は
香

教
組
ま
で
！

○
署
名
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
し
く
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
た
。
組
合
で
企
画
・
運
営
し
て

も
ら
い
有
り
難
い
。

（
三
豊
支
部
、
黒
河
代
議
員
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で

あ
り
、
実
際
に
自
分
が
見
て
、
児

童(

生
徒)

に
話
し
て
や
る
こ
と
は

大
切
で
あ
る
。
組
合
で
「
平
和
の

旅
」
な
ど
を
企
画
し
て
も
ら
っ
て

香
教
組
定
期
大
会

（
２
月

日
開
催
）

22

あ
る
管
理
職
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
職
員
に
「
年

休
に
す
る
か
。
記
録
に
残
る
が

病
休
に
す
る
か
？
」
と
言
っ
た

よ
う
だ
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
記
録
に
よ
っ
て
何
の
不
利

益
も
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
な
ら
、
「
記
録
が
残
っ
て
も

不
利
益
は
な
い
。
」
と
正
確
に
伝

え
て
欲
し
い
。

ま
た
、
「
福
島
へ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
」
や
「
広
島
平
和
の

旅
」
な
ど
に
参
加
し
、
事
実
を
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賃金改善や多忙化解消等のための要求署名
三豊支部より

１０４３筆県教委へ提出 署名２００筆

給与保障､教育環境整備､待遇改善を！ … 香教組

現場の先生方の声を聞いた。 … 横田主任管理主事

二
〇
一
九
年
度
香
教
組
署
名
提
出
行
動
が
二
月
一
四
日
に
天
神
前
分

庁
舎
で
行
わ
れ
、
香
教
組
の
大
久
保
委
員
長
か
ら
横
田
主
任
管
理
主
事

へ
一
〇
四
三
筆(

三
豊
二
〇
〇
筆)

の
署
名
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
署
名

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
参
加
者
の
発
言
》

①

教

職

員

と

し

て

安

心

し

て

暮

ら

す

こ

と

が

で

き

る

給

与

を

保

障

す

る

と

と

も

に

、

す

べ

て

の

教

職

員

の

待

遇

改

善

を

は

か

っ

て

く

だ
さ
い
。

(

高
松
支
部
、
井
上)

(

坂
出
支
部
、
山
地)

②

少

人

数

学

級

を

早

期

に

充

実

・

発

展

さ

せ

て

く

だ

さ

い

。

小

・

中

全

て

の

学

年

で

三

五

人

以

下

の

学

級

を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

(

仲
多
度
支
部
、
安
藤)

(

高
松
支
部
、
平
尾)

③
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
を

着
実
に
す
す
め
、
長
時
間

勤
務
・
多
忙
化
を
解
消
す

る
よ
う
具
体
的
な
措
置
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

丸
亀
支
部
、
大
久
保)

④
特
別
支
援
学
校
及
び
特

別
支
援
学
級
の
条
件
整
備

を
具
体
的
に
す
す
め
て
く

だ
さ
い
。

(

高
松
支
部
、
田
中)

(

障
害
支
部
、
岡)

三
豊
支
部

香
教
組
署
名
達
成

集
会
（
支
部
集
会
）

（
２
月
４
日
開
催
）

三
豊
支
部
で
は
、
署
名
二

〇
〇
筆
達
成
を
祝
い
、
署
名
達

成
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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交渉する三豊支部代表 仲多度合同庁舎 2.14 大谷所長

希望と納得に基づく人事を！(組合)

「 (面談は)真摯に対応したい。 」 (所長回答)

《
退
職
に
つ
い
て
》

再
任
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
希

望
す
る
退
職
者
全
員
に
適
用
す
る

こ
と
！

組
合

年
金
支
給
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
状
況
が
予
想
さ
れ
る

中
、
年
金
支
給
開
始
ま
で
の
期
間

に
生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
、
希
望

者
全
員
を
再
任
用
し
て
欲
し
い
。

所
長

各
校
の
校
長
に
渡
し
た

再
任
用
制
度
実
施
要
項
に
基
づ
き
、

採
用
し
て
い
る
。
希
望
者
全
員
に

つ
い
て
の
採
用
を
努
力
し
て
い
る
。

「
フ
ル
」
と
「
ハ
ー
フ
」
、
「
初
任

者
指
導
」
、
「
教
科
」
の
希
望
を
聞

い
て
い
る
。

組
合

「
退
職
時
と
同
じ
学
校

で
勤
務
す
る
方
が
働
き
や
す
い
。
」

と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
う
し

て
欲
し
い
。

《
転
任
に
つ
い
て
》

一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
の
意
志

を
尊
重
し
、
希
望
と
納
得
に
基
づ

く
人
事
を
行
う
こ
と
！

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

人
事
面
談
等
を
通
し
て
本
人
の
事

情
等
も
聴
取
し
た
上
で
、
市
町
教

育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

基
本
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
に

基
づ
き
、
任
命
権
者
の
権
限
と
責

任
に
お
い
て
公
平
・
公
正
に
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。

組
合

本
人
の
希
望
な
し
に
中

学
校
か
ら
小
学
校
に
校
種
間
交
流

さ
せ
ら
れ
て
困
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
様
々
な
事
情
を
も
っ
と
丁
寧

に
聞
い
て
欲
し
い
。

所
長

小
中
交
流
人
事
の
数
は
最

初
か
ら
決
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な

こ
と
。

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
議
決
後
に

公
表
し
て
い
る
。
た
だ
、
転
居
を
伴

う
場
合
は
一
週
間
前
に
お
知
ら
せ
を

し
て
い
る
。
任
命
権
者
が
変
わ
る
場

合
は
、
事
前
に
本
人
に
対
し
て
意
志

確
認
を
し
て
い
る
。

新
採
時
の
他
郡
市
配
置
を
他
郡
市

経
験
と
し
て
認
め
る
こ
と
。
ま
た
、「
異

な
る
２
地
域
以
上
」
の
勤
務
を
「
２

地
域
」
と
す
る
こ
と
。

所
長

人
事
異
動
の
基
本
方
針
や

人
事
異
動
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
公
正
・
公
平
に
行
っ
て
い
る
。

組
合

新
採
時
に
は
通
勤
に
時
間

本
人
の
経
歴
や
適
性
等
を
考
慮

し
、
学
校
規
模
、
市
町
等
を
勘
案

し
て
配
置
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。組

合

自
家
用
車
通
勤
を
前
提

と
し
た
遠
距
離
へ
の
転
任
を
行
わ

な
い
こ
と
。

所
長

西
部
地
区
管
内
の
公
共

交
通
機
関
の
状
況
を
考
え
た
場

合
、
公
共
交
通
機
関
の
み
に
よ
る

通
勤
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

組
合

主
た
る
勤
務
地
（
座
布

団
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
）
は
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

所
長

面
談
に
お
い
て
、
お
聞

き
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

組
合

若
い
教
員
は
２
校
目
が

主
た
る
勤
務
地
に
な
る
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、
ど
う

な
の
か
？

所
長

新
採
者
等
に
お
い
て

も
、
西
部
事
務
所
が
「
２
校
目
が

主
た
る
勤
務
地
に
な
る
・
・
・
」

等
は
言
っ
た
こ
と
は
な
い
。
（
ベ

テ
ラ
ン
教
員
と
同
じ
で
）
面
談
で

（
希
望
を
）
聞
い
て
い
る
。

組
合

在
籍
年
数
１
～
２
年
で

も
希
望
者
に
は
面
談
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
聞
い
た
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
。

所
長

聞
い
た
内
容
を
校
長
に

も
伝
え
た
り
、
配
慮
す
る
こ
と
も

あ
る
。

組
合

事
務
職
の
負
担
が
増
え

る
中
、
適
切
な
人
事
配
置
を
お
願

い
し
た
い
。

が
か
か
ら
な
い
地
域
で
じ
っ
く
り
と

基
礎
的
な
資
質
の
向
上
が
図
れ
る
よ

う
な
人
事
を
行
う
こ
と
。

所
長

新
規
採
用
教
職
員
は
、
教

育
公
務
員
と
し
て
多
様
な
経
験
を
積

ま
せ
、
職
能
成
長
を
図
る
観
点
か
ら
、

二
月
一
四
日
、
香
教
組
三
豊
支
部
（
石
川
謹
章
支
部
長
）

は
、
県
教
委
西
部
教
育
事
務
所
（
大
谷
伸
一
所
長
）
と
、

人
事
異
動
に
か
か
わ
る
教
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
の
た
め

に
団
体
交
渉
を
し
ま
し
た
。

《
昇
任
に
つ
い
て
》

人
格
・
識
見
と
も
に
優
れ
、
人
望

の
あ
る
人
を
昇
任
さ
せ
る
こ
と
。

組
合

各
学
校
に
お
い
て
、
朝
８

時
よ
り
も
早
く
活
動
や
勤
務
が
始
ま

る
傾
向
が
あ
る
。
日
課
表
を
適
正
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
「
朝

７
時

分
に
来
な
さ
い
。
」
な
ど
と

40

命
令
す
る
管
理
職
は
不
適
格
者
で
は

な
い
か
？

所
長

働
き
方
改
革
も
あ
る
中
、

校
長
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
業
務
の

管
理
も
大
切
に
な
る
。

組
合

「
朝
７
時

分
に
来
な
さ

40

い
。
」
な
ど
、
時
間
外
に
勤
務
の
命

令
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。
（
限
定
４

項
目
に
あ
っ
て
も
緊
急
を
よ
う
す
る

場
合
で
あ
る
。
）
も
し
、
命
令
す
る

な
ら
、
朝
の
交
通
指
導
の
よ
う
に
割

り
振
り
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

組
合

管
理
職
は
教
職
員
の
勤
務

時
間
管
理
を
適
正
に
し
て
、
時
間
外

勤
務
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導
・
徹
底

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

《
講
師
経
験
の
考
慮
に
つ
い
て
》

教
職
員
の
定
数
増
を
働
き
か
け
る

こ
と
。
ま
た
、
定
数
内
講
師
を
減
ら

し
、
教
諭
採
用
に
す
る
こ
と
。

所
長

適
格
者
の
採
用
に
努
め
て

い
き
た
い
。

い
。
職
員
調
査
票
に
記
入
し
て
も
ら

い
、
本
人
の
事
情
や
状
況
、
学
校
の

活
性
化
、
職
能
成
長
、
市
町
教
委
の

意
向
等
、
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定

し
て
い
る
。

同
一
校
勤
務
一
〇
年
以
上
の
教
職

員
の
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
！

所
長

人
事
異
動
に
つ
い
て
は
、

基
本
方
針
と
基
本
的
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
公
平
・
公
正
に
実
施
し
て
い

る
。郡

市
外
や
僻
地
か
ら
帰
っ
て
く
る

人
の
希
望
を
尊
重
す
る
こ
と
！

組
合

郡
市
外
や
僻
地
か
ら
帰
っ

て
く
る
人
の
希
望
を
最
優
先
し
て
欲

し
い
。

所
長

基
本
方
針
に
基
づ
き
公
平

・
公
正
に
行
っ
て
い
る
。

転
任
人
事
、
特
に
郡
市
外
交
流
・

僻
地
・
校
種
間
交
流
・
各
種
機
関
人

事
に
つ
い
て
は
、
一
ヶ
月
前
に
本
人

に
内
示
す
る
こ
と
。
せ
め
て
一
週
間

前
の
「
お
知
ら
せ
」
を
復
活
さ
せ
る


